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[考察I[目的]

人工鼻の圧力損失(抵抗)の評価はISO-9360に

準じて定常流のみで行われており 、呼吸時のよ

うな変動流量に対する検討は行われていない。

我々は人工鼻の抵抗測定において実際の使用に

即した評価が可能なシステム を開発したので報

告する。

[装置および方法]

実験装置の構成を図 lに示す。フロージェネ

レータ と人工鼻を導管で接続し、電圧調整器を

手動で調整して任意の空気流を発生させる。ZR
気流は導管の中を流れ、末端に取り付けられた

人工鼻を通過する。導管に設置した熱線式トラ

ンスデューサにて流量を、人|鼻の手前に実符

したl上トランステューサにて)Ih差をそれぞれ

測定し、コンピュータに収り込む r 解析には

Window，XP J'.で動作する内約一ソフトウ ェア を
使!IJした。ソフトウェアには;jfE量ー月:.))特例を

グラフ表示する機能と、 H:力を流量の2次i苅数
に近似する機能がある。測定は最大8凹まで繰

り返して行うことが可能で、近似式はワーク

シートに表示されるようになっている。

データの精度を検討するため、市販の人工鼻

2種類 HygrobacS(DAR)、BB100EFS(PALL)を

対象として、流量を0-60L/minまで順次変化

させる測定を各々 6回繰り 返した。

[結果I
Hygrobac SおよびBBIOOEFSの実視IJデータを

図2に示す。

Hygrobac Sの 10、20、30、40、50、60L/minの

流量により生じる圧力は 3.6:t0.1、7.1土 0.2、

10.5土 0.3、16.1:t 0.2、21.3:t 0.2、26.8:t 

0.4mmH20であった。 BBIOOEFSはト4:t 0.2、

3.2 :t 0.2、4.8:t 0.2、7.6:t0.2、9.9:t0.2、12.3

士0.2mmH20を示した。

今回、我々が考案した方法は測定を繰り返し

行ってもデータのばらつきが少な く、任意の流

量と圧力の関係を図と式で表すことができるため、

人工鼻の評価に有効と考えられる。

[結語1
1人工鼻を実際の使用に即した評価が可能な

システムを開発した。2.画面上に測定精度の高

い流量ー圧力特性を表示することで、任意の流

量に対する圧力を容易に判読できるようになっ

た。3.流量ー圧力の関係を近似式で表すことに

より、人 I~ 鼻の性能を数似て、表現することが可

能となった。

電圧調整器

図 l 実験装置の構成
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図2 人工鼻2種の実測結果


